
号
名古屋大学

高等教育研究センター
ニューズレター第64号

号

名古屋大学高等教育研究センター　ニューズレター第64号　2018年10月発行［１］

秋秋

高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

名古屋大学
高等教育研究センター
ニューズレター第64号

　
学
生
調
査
は
、
学
生
の
意
見
や
状

況
を
把
握
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
結
果

の
活
用
の
段
と
な
る
と
、
多
く
の
担

当
者
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
調
査
を

活
か
す
実
践
領
域
の
ひ
と
つ
に
考
え

ら
れ
る
の
が
、
学
習
支
援
で
す
。
先

日
、
学
習
支
援
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

こ
の
9
月
に
広
島
大
学
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
等

協
議
会
に
参
加
し
、
他
大
学
の
取
組

に
つ
い
て
知
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

各
大
学
の
状
況
を
参
考
に
、
学
生
調

査
と
学
習
支
援
を
繋
げ
る
こ
と
の
意

義
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

学
習
支
援
の
点
検
・
評
価

　
学
習
支
援
と
い
う
言
葉
が
指
す
範

囲
は
幅
広
く
、
同
協
議
会
の
場
で

も
、
多
様
な
実
践
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
入
学
前
の
指
導
や
入
学
後
の

補
習
、
初
年
次
教
育
、
e
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
用
い
た
学
生
の
振
り
返

り
の
支
援
、
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
相
談
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
等
々
で

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
と
学
生
調
査
の

関
わ
り
は
、
主
に
、
学
習
支
援
の
成

果
や
課
題
を
探
る
形
を
採
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
例
と
し
て
、
北
海
道
大
学
の
ラ
ー

ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
室
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
1
学
期
に
1
0
0
人
程
度

の
利
用
で
、
化
学
・
物
理
・
数
学
等

に
関
す
る
学
習
相
談
が
多
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
北
海
道
大
学
で
は
、
2

年
次
学
生
を
対
象
に
し
た
学
生
調
査

で
、
学
習
支
援
の
取
組
の
評
価
を
尋

ね
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
調
査
で

は
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
者
の

７８.
7
％
が
有
益
と
評
価
し
た
と
の

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
広
島
大
学
か

ら
も
、
学
習
支
援
室
に
て
補
充
的
な

学
習
の
支
援
（
英
語
、
数
学
、
物

理
、
化
学
）
を
行
っ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
広
島
大
学
も
、

学
生
調
査
に
て
学
習
支
援
の
取
組
の

評
価
を
尋
ね
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
利
用
者
の
う
ち
９６
％
が
「
総
合

的
に
判
断
し
て
学
習
支
援
室
を
利
用

し
て
よ
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
他
方
、
多
く
の
大
学
が
学
習
支
援

の
取
組
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
た

の
は
、
学
習
支
援
を
利
用
し
な
い
学

生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
学
習
支

援
の
利
用
が
個
々
の
学
生
の
自
主
性

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
、
窓
口
ま

で
来
る
の
は
意
欲
的
な
学
生
に
限
ら

れ
る
可
能
性
が
残
り
ま
す
。
学
習
課

題
を
抱
え
つ
つ
、
学
習
支
援
を
利
用

し
な
い
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探

る
こ
と
が
、
今
後
に
お
け
る
学
生
調

査
と
学
習
支
援
の
連
携
を
考
え
る
上

で
の
中
心
的
な
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

学
習
支
援
を
利
用
し
な
い
学
生

　
学
習
支
援
を
利
用
し
な
い
学
生
へ

の
対
応
に
学
生
調
査
を
活
か
す
方
法

と
し
て
は
、
集
団
レ
ベ
ル
と
個
人
レ

ベ
ル
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。
集
団
レ

ベ
ル
の
活
用
に
は
、
学
習
支
援
を
利

用
し
て
な
い
学
生
の
な
か
か
ら
学
習

課
題
を
抱
え
て
い
る
学
生
の
層
を
特

定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
層
の

ニ
ー
ズ
を
探
る
と
い
う
方
向
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
学
生
番
号
等
と

紐
づ
け
た
全
学
調
査
を
実
施
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
調
査
の
項
目
に
学
習

支
援
の
利
用
の
有
無
や
、
学
習
支
援

を
利
用
し
な
い
理
由
に
関
す
る
質
問

を
設
け
、
そ
の
結
果
を
、
実
際
の
成

績
や
各
種
試
験
の
点
数
等
と
突
き
合

わ
せ
て
分
析
す
る
、
と
い
っ
た
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
学
生
調
査
の

結
果
を
学
生
カ
ル
テ
や
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
で
、
学

生
自
身
の
振
り
返
り
や
、
教
職
員
と

の
相
談
の
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
す
る
と
い
う
方
法
が
、
国
内
で
の

実
践
事
例
と
し
て
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
生
調
査
の
活
用
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
出
席
情
報
や
成

績
情
報
を
も
と
に
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ

ト
の
危
険
性
が
高
い
学
生
個
人
を
特

定
し
、
早
い
段
階
か
ら
の
警
告
や
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
い
う
取
り
組
み

も
進
ん
で
い
ま
す
。
学
生
調
査
の
結

果
を
こ
れ
ら
の
情
報
と
組
み
合
わ
せ

て
、
よ
り
精
度
の
高
い
、
ア
ラ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
を
組
み
あ
げ
る
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
も
、
こ
の
延
長
線
上
に
考

え
ら
れ
ま
す
。

学
生
調
査
活
用
の
留
意
点

　
学
習
調
査
を
学
習
支
援
に
適
切
に

繋
げ
る
た
め
に
は
、
集
団
レ
ベ
ル
、

個
人
レ
ベ
ル
の
い
ず
れ
の
活
用
に
つ

い
て
も
、
調
査
企
画
段
階
か
ら
の
担

当
者
間
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
他
方
、
学
生
調
査
が
強
み

を
持
つ
の
は
、
学
生
の
自
己
申
告
に

よ
っ
て
の
み
収
集
可
能
な
、
大
学
生

活
や
私
的
領
域
に
関
わ
る
情
報
で

す
。
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
の
予
測
や
介

入
等
、
個
人
の
進
退
に
関
わ
る
評
価

に
学
生
調
査
を
用
い
る
こ
と
は
、
た

と
え
学
習
支
援
を
目
的
と
す
る
場
合

で
も
、
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

集
団
レ
ベ
ル
で
の
活
用
か
ら
始
め
る

の
が
妥
当
と
考
え
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
和
昭
）

学
生
調
査
と
学
習
支
援
の
リ
ン
ケ
ー
ジ

「大学教務実践研究会第6回大会」
開催のお知らせ

　大学教務実践研究会は、教務の現場における事例を持ち寄り、

それを整理した上で実践的な知識まで高めることを目的に活動

しています。今大会では、基調講演に田所吉一・京都大学教育推

進・学生支援部長をお迎えするとともに、教学マネジメント、教

務事務、教職課程をテーマとする3つの分科会を設定して実践的

な知識を共有します。学生が輝く大学・短大・高専づくりに日々

取組まれている教職員の方々のご参加をお待ちしております。

センター20周年記念シンポジウム開催報告
　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　in

fo
@
csh
e.n
a
g
o
ya
-u
.a
c.jp

：2018年12月8日（土）10：30～15：00

：名古屋大学アジア法交流館2階

：1,000円　当日受付でお支払いください。

　名古屋大学所属の方は無料です。

：11月22日（金）までに下記のフォームから

　お申込ください。

　https://goo.gl/forms/1ydEEjabJbAcov0f2

：kyoumujissen@gmail.com（教務実践研究会） 

：大学教務実践研究会

　名古屋大学高等教育研究センター

日 時 

場 所 

参 加 費 

お 申 込 

　　　　

お問合せ

主 催 

　高等教育研究センターが本年4月に設立20周年を迎えたことを記念し、文

系総合館カンファレンスホールにおいて20周年記念シンポジウムが開催されま

した。

　シンポジウムでは、改廃されるセンターも多かった中で本センターが名称変

更もなく20周年を迎えられたのは、省令で設置された重みある組織であったこ

と、実践に役立つ専門的知見を提供してきた実績、本学の組織文化などの複合

要因によることが指摘されました。さらに、大学が諸課題に次々に直面する中

では、研究に裏付けられた専門的知見を具体的解決策に変換する構想力、意思

疎通の基盤としての執行部や構成員との信頼関係などが今後ますます重要とな

ることも確認されました。

　本センターでは、今回の議論をふまえて、さらなる研究と実践に取り組んでま

いります。今後とも皆様のお力添えをどうぞ宜しくお願いいたします。
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　日本の大学に当たり前のように存在する文系／
理系という区分はいつ、どのような経緯で生まれた
のでしょうか。本書は気鋭の科学史家が、日本の大
学で文系と理系が分かれた歴史的な経緯を紐解く
とともに、この区分がいつか変化するかもしれない
という将来の可能性を描き出します。
　本書の第一の特徴は、両者の区分を歴史的、地理
的視点から捉えた点です。日本の大学制度は欧米

の大学制度を参考にしてつくられましたが、学問体
系の区分は欧米と異なります。欧米における近代諸
学問の成立や、日本の近代化の過程にまで遡ること
によってコンパクトながらも丁寧に日本の大学にお
ける文系／理系の成立過程を明らかにしています。
　また、文系／理系の区分が実際にどのような社
会的機能を有しているかにまで言及している点も、
本書の特徴といえます。本書では文系／理系の区

分が、大学受験や就職活動、ジェンダーなどとどう
関わるかという、現在進行中のテーマをも論じてい
ます。「儲かる」と考えられている学問分野や学部
ごとの女子学生比率が、国や時代で異なるとの指摘
はとても興味深く感じられます。
　加えて本書は、社会への問題提起も含まれたチャ
レンジングな一冊です。現在、「文系不要論」をは
じめとする文系／理系の区分が社会的に注目され
ています。「文系（理系）は（どのように）役に立つ
か、立たないのか」といったこれまでになされてき
た議論とは異なり、歴史的・地理的視点に基づいた
本書は、文系／理系の区分のあり方の現在、そして
未来を考えるための新たな一冊となるでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　（東岡達也）

専門職大学

　専門職大学は、2017年5月の学校教育法改正により、新たに設置

されるものです（発足は2019年4月）。大学のうち、深く専門の学芸

を教授研究し、専門性が求められる職業を担うための実践的かつ応用

的な能力を展開させることを目的としています。あくまで従来の大学

の枠内で設置されます。特徴は以下のような点です。

　①専門性が求められる職業を担うための実践的・応用的能力の育成

を前面に掲げていること、②長期の企業内実習等を卒業単位の概ね3

分の1以上としたこと、③教育課程の編成、実施、教員の資質向上に

関し当該職業の従事者・事業者の協力を求めること、④クラスサイズ

（同時に授業を行う学生数）を原則40人以下としたこと、⑤実務家

教員の積極的任用を要求していること（必要専任教員数の概ね4割以

上）、⑥入学者について、職業に従事して実践的能力をすでに修得し

ており、専門職大学の教育課程の一部を履修したと認められる場合

に、修業年限を最大半分まで短縮できること、です。

　なかでも、産業界との連携が多面的に追求されている点は注目され

ます。産業界と連携した教育課程の編成・実施や実務家教員の登用等

です。さらに、入学前に実務経験を通じて職業の実践的能力を修得し

ている場合に、当該実践的能力の修得を授業科目履修とみなし単位認

定できる仕組み（4年制で30単位まで）も注目されます。このような

措置は欧米では珍しくありませんが、日本では従来みられなかったも

のです。高度職業人材の養成に加えて、社会人の受入れも主要機能と

して掲げていることの必然の結果とみることができます。従来の大学

の枠組内でそれらの実施が追求されている点が重要です。

　さらに、従来型大学も専門職学科を設置でき、それのみを設置する

学部は「専門職学部」と称することも認められました。専門学校からの

転換だけでなく、従来型大学からの転換も可能になり、相互間の移行

が可能になりました。学術的知識の教授を伝統的に追求してきた大学

に変化をもたらすことが期待されています。　　　　　（夏目達也）

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集

　
今
年
の
8
月
中
旬
、
米
国
の
高
等

教
育
分
野
で
権
威
あ
る
論
文
誌
の
1

つ
で
あ
る 

R
e
v
ie
w
 
o
f 
H
ig
h
e
r 

E
d
u
c
a
tio
n

（
R
H
E
）
は
、
論
文

の
投
稿
を
当
面
受
け
付
け
な
い
こ
と

を
告
知
し
ま
し
た
。
査
読
中
の
論
文

が
多
数
あ
り
、
査
読
に
回
せ
て
い
な

い
論
文
が
2
年
分
た
ま
っ
た
こ
と
が

理
由
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に

投
稿
を
受
理
し
た
論
文
に
は
影
響
が

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
業
績
が

必
要
な
大
学
院
生
や
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
教
員
の
間
で
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
エ
デ
ィ
タ
の
一
人
は
、
近
年
、
査

読
依
頼
を
断
る
人
が
増
え
、
査
読
を

開
始
す
る
ま
で
に
か
か
る
時
間
が
長

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題

の
主
要
な
原
因
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
共
通

し
て
起
こ
っ
て
い
る
問
題
で
、
査
読

者
だ
け
で
な
く
エ
デ
ィ
タ
の
な
り
手

も
不
足
し
て
い
ま
す
。
質
の
高
い
論

文
誌
ほ
ど
エ
デ
ィ
タ
や
査
読
者
の
候

補
者
は
限
ら
れ
、
解
決
の
見
通
し
は

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
投
稿
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
も
問
題
で
す
。
R
H
E
の
場
合
、

4
年
前
の
年
間
投
稿
数
は
約
2
7
0

本
で
し
た
が
、
昨
年
に
は
約
3
5
0

本
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
掲
載
さ

れ
た
論
文
は
３５
本
で
し
た
。

　
一
般
に
、
テ
ニ
ュ
ア
審
査
に
関
わ

る
同
じ
専
門
分
野
の
教
員
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
権
威
あ
る
論
文
誌
で

な
く
と
も
、
い
い
論
文
で
あ
れ
ば
業

績
と
し
て
評
価
す
る
と
い
う
姿
勢
で

す
。
む
し
ろ
、
部
局
評
価
や
外
部
評

価
に
お
い
て
、
他
分
野
の
研
究
者
が

評
価
者
に
加
わ
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク

ト
フ
ァ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
「
わ
か
り

や
す
い
指
標
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や

す
い
指
標
は
評
議
会
や
執
行
部
の
理

解
を
得
ら
れ
や
す
く
、
そ
れ
を
知
っ

て
い
る
大
学
院
生
や
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
教
員
は
、
少
し
で
も
権
威
の

あ
る
論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
の
背
後
に
は
、
執
行
部

に
よ
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
重
視
や
、

数
値
指
標
に
過
度
に
依
存
し
た
経
営

計
画
や
大
学
評
価
が
あ
る
よ
う
で

す
。
社
会
へ
の
説
明
責
任
は
重
要
で

あ
る
も
の
の
、
他
分
野
の
評
価
に
関

わ
る
に
は
各
分
野
が
重
視
す
る
価
値

を
理
解
す
る
努
力
も
必
要
で
す
。

　
幸
い
R
H
E
で
は
投
稿
数
は
増
え

て
い
る
も
の
の
、
質
が
大
き
く
下

が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
1
巻
あ

た
り
7
本
程
度
掲
載
し
て
き
た
も
の

を
、
１０
〜
１５
本
程
度
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
審
査
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
す

る
と
告
知
し
て
い
ま
す
。

（
中
島
英
博
）

『文系と理系はなぜ分かれたのか』
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